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７/14 地区の伝統が今年も
平谷地区伝統の「流したい」が実施されました

　毎年７月14日に行われ、町の無形民俗文化財
にも指定されている伝統行事「平谷の流したい」
が瀬平区の大井川河川敷で奉納されました。
　区民や中川根南部小学校の児童などが参加
し、竹の骨組みに麦わらを束ねて作る直径３㍍
ほどの台座に、青竹を短冊状に裂いて作ったた
いまつを立てる「たい」と呼ばれるいかだをを２
つ組み上げました。
　その後、参加者全員でたいまつに火をとも
し、大井川に流して１年間の無災害を祈願しま
した。

▲完成した「たい」に火をともし、祈りを込める児童たち

▲ 6 月 19 ～ 20 日のインド料理講習会
　インド人シェフの指導のもと、本場の材料で現地の味を
再現すべくメモをとる参加者

さらなる品質の向上に向けて
「川根茶」の出来栄えを審査する町茶品評会を開催
　今年度の町茶品評会が、町農林業センターで
開催されました。　
　町内出品の部門となる手摘みの部と機械摘み
の部にそれぞれ９点、静岡市清水区や島田市か
らの出品も受け付ける山のお茶産地部門に14
点が出品されました。
　審査は、国・県・JA 経済連から派遣された7人
により全国茶品評会審査基準に準じて実施さ
れ、外観・香気・水色・滋味をそれぞれ評価し採点
しました。
　審査終了後の意見交換会では、審査長となっ
た農研機構の水上裕造上級研究員からの「山の
お茶の特徴は香りであるが、これを活かす丁寧
な製造と管理をしていることが感じられた」と
の講評に対し、参加者からは「山のお茶としてあ
るべき姿」や「進むべき方向性」についての質問
が出されるなど活発な意見が交わされました。

▲熱湯を注いで香りを飛ばし茶葉を試す「香気」の審査

　川根高校において、本町の高郷出身で同校卒
業生、現在は民放テレビ局で活躍中の「太田景
子」さんと、風力発電のベンチャー企業代表であ
る「清水敦史」さんが講演を行いました。
　講演会の中で太田さんはどうして川根が暑く
なるのかという説明をしながら「自然に囲まれ
た生活で天気予報で必要な気象を感じ取る力が
身についた」と思い出を語りました。
　清水さんは起業に至った経緯にふれるなかで

「小さなきっかけでも人生を変えることができ
る」と語りました。

未来を変えるきっかけに
川根地区連携型中高一貫教育講演会が開催されました

▲講演会には川根高校生のほか、中川根中学や川根中学校
からの生徒も参加しました。

新たな拠点化に向けて
サテライトオフィスの拡充進む

７/６６/19～20

　６月 19 日（火）・20 日（水）の 2 日間、文
化会館の調理室にてゾーホージャパンの主催に
よるインド料理の講習会が実施されました。
　この講習会は、7 月中旬に予定されているイ
ンド本社からのエンジニア招致によるサテライ
トオフィスの開発拠点化試験に際し、長期滞在
となるエンジニアに母国の食事を提供できる人
を養成するのが狙い。
　町内飲食店などから 6 人が参加し、インド
料理店のオーナシェフを講師に２日間にわたり
本格的なインド料理の講習が行われました。
　講習会の開催に際し、ゾーホージャパンの迫
社長は「今回の招致を成功させ、川根本町を開
発拠点の一つに」と意気込みを語りました。
　また、7 月 6 日（金）には千頭地内の空き家
を改装した社員宿舎の 2 棟目が完成し、関係
者や近隣住民の方など約 30 人が集まりお披露
目と祝賀会が行われました。
　この宿舎は、横浜にあるオフィスと平行して
本町のサテライトオフィスで作業を行う同社社
員の生活拠点となるほか、本社エンジニアを招
致する際の滞在先となる予定です。
　２つの社員宿舎にはそれぞれインドの言葉で
あるタミル語の愛称がつけられ、男子寮は「ワ
ナカムハウス」（ようこそ）・女子寮は「ナンド
リーハウス」（ありがとう）と呼ばれることと
なりました、今後 2 ～６人程度の社員が滞在
しながら作業を行う予定となっているとのこと
です。

▲開所式に出席した鈴木町長は「町内は空き家が増えてい
るのでサテライトオフィスの誘致などに活用したい。近隣
の住民の方の協力は今後の誘致につながる」と今後に期待
を寄せました。
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町内出品の部門「手摘みの部」（９点参加）

町内出品の部門「機械摘みの部」（９点参加）

町内外参加「山のお茶産地の部門」（14点参加）

ここにも、一つの物語。
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